
日時：5月21日
場所：大宜味村道饒波石山線雨露を うけて輝く 伊集の花雨露を うけて輝く 伊集の花

広報No.243
KOHO OGIMI 2015年6月1日

おおぎみおおぎみ



平成27年度
各課（室・局）長が抱負を語る
平成27年度
各課（室・局）長が抱負を語る

広報 第243号

財務課長

知念　和史

　限られた財源を適正に運用し、「健康長寿
のいきいき輝く文化の村」の実現に向け取
り組むとともに、村民の皆さんのニーズに
合致した行政サービスを継続的に提供して
いくために、引き続き財政の健全化による
持続可能な財政運営を行ってまいります。
　新たな歳入の創出及び村内特産品のＰＲ
の観点から、むらづくり応援寄付について、
返礼品の取扱いを開始し、村の魅力を発信
しつつ、今後も村を応援してくださる寄付
者を拡大する取組みを推進してまいりま
す。

企画観光課長

山城　均

　大宜味村第４次総合計画が10年計画の最終年
次であり、各施策において目標達成の検証を行い、
本年度における第５次総合計画の策定により新た
に向こう10年間の本村の将来像を村民の意見を
反映し、村づくりの基本理念と目標を定めていき
たいと思います。
　「豊かで住みよい村づくり」の為にも商工業、観
光産業の振興に繋がる諸施策に取り組むととも
に、本村が、奄美・琉球世界自然遺産候補区域に選
定されました。本村の自然環境のすばらしさが世
界に認められることであり、貴重な財産として、ま
た地域振興の為にも国立公園化及び世界自然遺産
登録に向けた取り組みを推進してまいります。

会計管理者兼
会計課長

島袋　経子

　収入・支出の適正な事務処理をモッ
トーに頑張ります。
　平成23年度から実施しております村
の公有財産台帳整備事業は、今年度で完
了する予定です。今後は、それを基に公共
施設等の有効的な管理・運営のガイドラ
インを示す公共施設総合管理計画の策定
を進めてまいります。

議会事務局
事務局長

宮城　豊

　今年度は、大宜味村の将来を担う児童・
生徒たちの「子ども議会」を開催し、大宜
味村の将来や議会制度について関心を
もってもらう目的で、子ども議会を開催
したいと考えております。
　また開かれた議会であるために地域懇
談会の実施や広報誌のなお一層の充実に
務めてまいります。

総務課長兼
村史編纂室長

神里　富松

　大宜味村地域防災計画のもと、防災・減
災を推進していくとともに、村民の防災・
減災に対する意識が高められるよう地域
での懇談会等を開催していきたい。
　村史編纂業務においては、新大宜味村
史編さん基本計画に基づき「移民・出稼
ぎ」編の編集・発刊、「シマジマ」編の執筆
をおこない、さらに「人と自然」「写真集」
などの資料収集も進めて行きますので未
来に残せる村の宝として村民から情報提
供をお願い致します。

建設環境課長

大嶺　実

　本年度重点施策として、1点目に道路の整備・事前防災・減
災対策を柱にして、老朽化した橋梁の架替えや根路銘上原
線の整備と本年度から新規事業として、安心安全な生活道
路の減災対策として、村内の生活道路や危険箇所周辺の生
い茂った雑木や高木の伐採を行い、災害に強い環境整備を
図り、併せて景観の向上にも努めてまいります。また小さな
道路の段差や陥没カ所を点検し、職員自ら修繕に取り込ん
でいきます。2点目に耐震診断改修促進計画を基に村内の約
589戸が耐震性無しと判断されており、耐震診断改修の推
進を図る為に民間住宅耐震診断・改修等補助金交付要綱を
早急に策定します。3点目に平成26年度に実施した、大川川
外9河川の環境調査結果を踏まえ、老朽化が著しい大川川の
整備推進策定計画及び実施測量設計を行い、山原らしい癒
やされる河川の再生と治水安全度の向上や環境にリンクし
た河川とその周辺の整備指針を策定してまいります。

教育委員会
教育課長

新城　寛

　教育委員会では、村是である『人材を以て　
資源と為す』の至言を本村教育の基本理念に
据え、『個性の尊重を基本とし、郷土の自然と文
化に誇りを持ち、創造性、国際性に富む積極進
取な村民の育成と生涯学習の振興』を目標に
平成27年度も諸事業を推進してまいります。
特に平成28年4月開校に向け、結の浜地区に統
合小学校（正式名称：大宜味小学校）の建設、大
宜味中学校の移転整備を推進し、小学校と中
学校を併設した小中一体型及び連携型の学校
整備を図ってまいります。今後においても村
民から親しまれる学校づくりに積極的に取組
んで行きますのでよろしくお願いします。

産業振興課兼
農業委員会事務局長

大城　武

　「人・農地プラン」を継続し農地の集積や新規就農者の
支援と地域のリーダーの育成を図ります。鳥獣害対策に
おいては、イノシシ柵の設置を継続し、カラスの駆除を
推進します。水産業については、漁港整備事業を継続す
るとともに、漁港地域の今後の維持管理計画の策定を行
います。シークヮーサーについては、販路拡大キャン
ペーンを行うとともに、生産農家へ支援・助成を行いま
す。農地中間管理機構事業を推進し農地の集積貸し手借
り手が安心できる対策を行います。赤土流失対策につい
て、赤土対策推進協議会を活用し農地保全に努めます。
耕作放棄地対策事業についても引き続き事業を推進し
農地の拡大を図ります。農業委員会においては、農家台
帳・農地台帳を整理し適正な農地管理に努めます。

住民福祉課長

宮平　和美

　住民福祉課は、赤ちゃんから老人まで
の年齢層が幅広く、住民・医療・介護・年
金・保健衛生・福祉等の業務は村民に密着
した部署です。本年度は様々なニーズを
村民の皆様と一緒になって考える場を設
け「地域にできること」「行政ができるこ
と」を区別し、区民が主役・村民全員が主
体の「地域づくり」を推進していきます。
職員一同、明るく元気にあいさつをして、
笑顔で接することができるように努めて
いきます。
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津波が発生した場合に、結の浜から迅速
かつ安全に高所へ避難する避難路の整備
と早急な一次消化行うことが出来る消火
栓の整備をする。

以前に発刊された村史を検証すると同時
に、これまで記録に残すことのできなかっ
た戦争聞き取り証言集・移民調査・民俗こと
ばなどを発刊することにより、後世への伝
承していく。また、根謝銘グスクを調査し、
活用・保存基本計画を策定し、歴史的にも文
化的にも貴重な財産として活かして行く。

普通河川の環境調査を踏まえ山原らしい
癒やされる河川の再生。治水安全度の向
上と観光にリンクした周辺整備を図る。

安心安全な観光道路の確保と危険箇所の減
少を図るため、村内の観光道路や危険箇所周
辺の生い茂った雑木や高木の伐採を行う。

地方公共団体等が行う社会資本の整備そ
の他の取組を支援することにより、交通
の安全の確保とその円滑化、経済基盤の
強化等を図ることを目的とする。

新たな歳入の創出を目的にむらづくり応
援寄付金に対する村特産品等の返礼を行
い、地元企業の活性化も図る。

村内の壮年及び高齢者の雇用促進

 子どもの健全な育成を目指す。

低所得等への負担軽減を図る

 ・憩いの場所づくり
・ボランティアの育成
・買い物支援事業

村が目指すべき将来像や村づくりの方向
性を定めるため、今後の村政運営の基本
となる第5次総合計画を策定する。

人口減少による負のスパイラルに歯止め
をかけ、人口の展望を踏まえた施策の取
組を行うための計画として、大宜味村総
合戦略を策定する。

過疎地域に指定された市町村の自立促進
を図るための計画として、過疎地域自立
促進計画を策定する。

国の重要無形文化財である喜如嘉の芭蕉布
を県内外にPRするための施設整備を推進
するため、芭蕉布の里基本構想を策定する。

村内の観光スポット（ター滝、大保ダムなど）の施
設整備や観光メニューの強化を実施し、効果的な
観光周遊ルートを形成することを目的とする。

 安全な漁業活動の確保と就労環境の整備

 村民の負担軽減と安定生産の支援

 農業用廃プラスチック適正処理の推進

 鳥獣被害対策の担い手確保と共に、農作物被
害を防止し生産意欲向上へと繋げると同時
に、地域住民の生活環境の改善を図り、被害対
策の実行性を一層高めることを目的とする。

漁港施設及び漁港海岸施設の適正な維持
管理を行い施設の長寿命化を図る

未舗装農道の整備及び排水路を整備する
ことにより農作業の効率化及び冠水等の
被害を防止し農業所得の向上を図る

農業の生産性を高め、競争力を強化する
ため、担い手へ農地集積・集約化を加速
し、生産コストの削減を図る。

農地法に基づく農業の振興。農業委員が
行う法令業務・農地調査・農家の相談・農
地斡旋・農業振興に関する周知活動。

 統合小学校・中学校新校舎建設を行う。

 統合小学校・中学校新校舎屋内運動場建
設を行う。

統合小学校・中学校グラウンド及び外構
工事を行う。
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結の浜安心安全な環境
づくり整備事業

 
大宜味村歴史と文化検
証事業

ふるさと河川環境再生・
活用整備事業

観光道路及び危険箇所
減災対策事業

 社会資本整備総合交付
金事業

 むらづくり応援寄付に
対する返礼品事業

シルバー人材センター
の設立準備

 子ども医療費助成期間
延長

低所得者等への商品券
発行事業

 ユイマールネットワー
クづくり支援企業

  大宜味村第5次総合計画
策定事業

 
大宜味村総合戦略策定
事業

 大宜味村過疎地域自立
促進計画策定事業

 芭蕉布の里整備事業

 大宜味村観光周遊ルー
ト形成整備事業

 塩屋漁港漁村地域
整備交付金事業

農業振興補助金

農業用廃プラスチック
適正処理事業

 鳥獣被害対策推進事業

 水産物供給基盤機能保
全事業

農業基盤整備促進事業

機構集積支援事業

農業委員会交付金事業

村立小学校・大宜味中学
校新設校舎建築事業

村立小学校・大宜味中学校
新設屋内運動場整備事業

村立小学校・大宜味中学校グラ
ウンド及び外構工事整備事業

避難路整備工事
消火栓整備工事

 移民編の発刊　　　　　　　　　　　　
根謝銘グスク測量調査

推進計画策定業務　　　　　　　　　　
大川川多自然川づくり整備実施測量設計

危険箇所調査計画策定（村全体）
伐採工事（喜如嘉地区）

 ・浴川橋架替調査設計業務
・フガミ橋橋梁修繕詳細設計業務
・大保橋梁架替工事
・根路銘上原線道路改良工事

 寄付形態の拡充及びプロモーションの充
実

 シルバー人材センター設立のため、村内の
壮年や高齢者で就労可能な方々の、人材の
登録を行いデータの整理をおこなう。

 義務教育終了まで助成する。

 村内在住の成人で非課税者に4,000円の
商品券配布する。

・居場所づくりを２地区を予定
・人材育成（５０名）
・買い物支援者（６０名）

総合計画の策定（基本構想、基本計画等）

 地方人口ビジョン及び総合戦略の策定

 過疎地域自立促進計画策定

基本構想策定

 平南川駐車場等整備工事
民泊体験危機管理対策業務

 用地舗装、水飲み場・休憩所、浚渫・養浜、
砂留堤工事

全村民に対して肥料等20％助成

大宜味村産業用廃プラスチック適正処理
対策協議会への補助

個体数調整
被害防除

 漁港施設・漁港海岸施設の耐力調査

調査測量及び実施設計
白浜地区

 ①優良農地の確保、有効利用を図るため
の斡旋活動
②農地台帳データ整備

 ①農地調査台帳整備
②担い手への農地集積斡旋活動

 校舎建築工事
校舎監理委託業務

屋内運動場建築工事
屋内運動場監理委託業務

 グラウンド及び外構工事

 一括交付金

 一括交付金

一括交付金

一括交付金

社会資本整備
総合交付金

単費

単費

 単費

 地域活性化・地
域住民生活等
緊急支援交付
金事業

地域活性化・地
域住民生活等緊
急支援交付金

単独事業

地域活性化・地域
住民生活等緊急
支援交付金（地
方創生先行型）

単独事業

一括交付金

 一括交付金

  漁村地域整備
交付金

農業振興補助金

産業廃棄物協
議会補助金

 鳥獣被害防止
総合対策交付
金

 水産物供給基
盤整備事業

 農業基盤整備
促進事業
 
機構集積支援
事業 （県補助
金）          　

沖縄県農業委
員会交付金　
（県補助金）

公立学校施設
整備負担金

学校施設環境
改善交付金

沖縄振興公共
投資交付金

 安心安全な村づくり

心豊かな文化の薫り高い
村づくり

 
安心・安全な村づくり

安心・安全な村づくり

 安心・安全な村づくり

 総合計画の実現に向けて

 健康ユイマールの村づく
り

 健康ユイマールの村づく
り

健康ユイマールの村づく
り

 健康ユイマールの村づく
り

 総合計画の実現に向けて

 総合計画の実現に向けて

 総合計画の実現に向けて

豊かで住みよい村づくり

  豊かで住みよい村づくり

 豊かで住みよい村づくり

 豊かで住みよい村づくり

 豊かで住みよい村づくり

豊かで住みよい村づくり

豊かで住みよい村づくり

 豊かで住みよい村づくり

豊かで住みよい村づくり

豊かで住みよい村づくり

心豊かな文化の薫り高い
村づくり

心豊かな文化の薫り高い
村づくり

心豊かな文化の薫り高い
村づくり

 総 務 課

 総 務 課

建設環境課

建設環境課

 建設環境課

 財 務 課

住民福祉課

 住民福祉課

住民福祉課

 住民福祉課

企画観光課

 企画観光課

 企画観光課

企画観光課

  企画観光課

 産業振興課

 産業振興課

 産業振興課

産業振興課

産業振興課

 産業振興課

農業委員会

農業委員会

 教育委員会

教育委員会

教育委員会

事業名称 全体事業概要（目的） 平成27年度主な実施内容 補助名 担当課名 施策名新規・継続 事業・期間

平成27年度　大宜味村主要事業

4 校
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津波が発生した場合に、結の浜から迅速
かつ安全に高所へ避難する避難路の整備
と早急な一次消化行うことが出来る消火
栓の整備をする。

以前に発刊された村史を検証すると同時
に、これまで記録に残すことのできなかっ
た戦争聞き取り証言集・移民調査・民俗こと
ばなどを発刊することにより、後世への伝
承していく。また、根謝銘グスクを調査し、
活用・保存基本計画を策定し、歴史的にも文
化的にも貴重な財産として活かして行く。

普通河川の環境調査を踏まえ山原らしい
癒やされる河川の再生。治水安全度の向
上と観光にリンクした周辺整備を図る。

安心安全な観光道路の確保と危険箇所の減
少を図るため、村内の観光道路や危険箇所周
辺の生い茂った雑木や高木の伐採を行う。

地方公共団体等が行う社会資本の整備そ
の他の取組を支援することにより、交通
の安全の確保とその円滑化、経済基盤の
強化等を図ることを目的とする。

新たな歳入の創出を目的にむらづくり応
援寄付金に対する村特産品等の返礼を行
い、地元企業の活性化も図る。

村内の壮年及び高齢者の雇用促進

 子どもの健全な育成を目指す。

低所得等への負担軽減を図る

 ・憩いの場所づくり
・ボランティアの育成
・買い物支援事業

村が目指すべき将来像や村づくりの方向
性を定めるため、今後の村政運営の基本
となる第5次総合計画を策定する。

人口減少による負のスパイラルに歯止め
をかけ、人口の展望を踏まえた施策の取
組を行うための計画として、大宜味村総
合戦略を策定する。

過疎地域に指定された市町村の自立促進
を図るための計画として、過疎地域自立
促進計画を策定する。

国の重要無形文化財である喜如嘉の芭蕉布
を県内外にPRするための施設整備を推進
するため、芭蕉布の里基本構想を策定する。

村内の観光スポット（ター滝、大保ダムなど）の施
設整備や観光メニューの強化を実施し、効果的な
観光周遊ルートを形成することを目的とする。

 安全な漁業活動の確保と就労環境の整備

 村民の負担軽減と安定生産の支援

 農業用廃プラスチック適正処理の推進

 鳥獣被害対策の担い手確保と共に、農作物被
害を防止し生産意欲向上へと繋げると同時
に、地域住民の生活環境の改善を図り、被害対
策の実行性を一層高めることを目的とする。

漁港施設及び漁港海岸施設の適正な維持
管理を行い施設の長寿命化を図る

未舗装農道の整備及び排水路を整備する
ことにより農作業の効率化及び冠水等の
被害を防止し農業所得の向上を図る

農業の生産性を高め、競争力を強化する
ため、担い手へ農地集積・集約化を加速
し、生産コストの削減を図る。

農地法に基づく農業の振興。農業委員が
行う法令業務・農地調査・農家の相談・農
地斡旋・農業振興に関する周知活動。

 統合小学校・中学校新校舎建設を行う。

 統合小学校・中学校新校舎屋内運動場建
設を行う。

統合小学校・中学校グラウンド及び外構
工事を行う。

 1

 2

3

4

 5

 6

7

 8

9

 10

11

 12

 13

14

15

 16

 17

 18

19

20

 21

22

23

 24

25

26

 継 続

 継 続

継 続

新 規

 
 新 規
継 続

新 規

  新 規
　

 継 続

  新 規

 新 規

  新 規

 新 規

 新 規

  新 規

  継 続

 
継 続

 新 規

 継 続

継 続

  新 規

 新 規

継 続

  継 続

 継 続

継 続

新 規

 26～27

 26～29

26～31

27～30

 

 27～

27

 25～

27～
(H26繰
越)

 27～
(H26繰
越)

27

 H27　
(H26繰
越)

 27

27～29

  24～27

 23～28

 26～

 26～

23～

27～

 27～

26～28

26～28

 26～27

26～27

27

結の浜安心安全な環境
づくり整備事業

 
大宜味村歴史と文化検
証事業

ふるさと河川環境再生・
活用整備事業

観光道路及び危険箇所
減災対策事業

 社会資本整備総合交付
金事業

 むらづくり応援寄付に
対する返礼品事業

シルバー人材センター
の設立準備

 子ども医療費助成期間
延長

低所得者等への商品券
発行事業

 ユイマールネットワー
クづくり支援企業

  大宜味村第5次総合計画
策定事業

 
大宜味村総合戦略策定
事業

 大宜味村過疎地域自立
促進計画策定事業

 芭蕉布の里整備事業

 大宜味村観光周遊ルー
ト形成整備事業

 塩屋漁港漁村地域
整備交付金事業

農業振興補助金

農業用廃プラスチック
適正処理事業

 鳥獣被害対策推進事業

 水産物供給基盤機能保
全事業

農業基盤整備促進事業

機構集積支援事業

農業委員会交付金事業

村立小学校・大宜味中学
校新設校舎建築事業

村立小学校・大宜味中学校
新設屋内運動場整備事業

村立小学校・大宜味中学校グラ
ウンド及び外構工事整備事業

避難路整備工事
消火栓整備工事

 移民編の発刊　　　　　　　　　　　　
根謝銘グスク測量調査

推進計画策定業務　　　　　　　　　　
大川川多自然川づくり整備実施測量設計

危険箇所調査計画策定（村全体）
伐採工事（喜如嘉地区）

 ・浴川橋架替調査設計業務
・フガミ橋橋梁修繕詳細設計業務
・大保橋梁架替工事
・根路銘上原線道路改良工事

 寄付形態の拡充及びプロモーションの充
実

 シルバー人材センター設立のため、村内の
壮年や高齢者で就労可能な方々の、人材の
登録を行いデータの整理をおこなう。

 義務教育終了まで助成する。

 村内在住の成人で非課税者に4,000円の
商品券配布する。

・居場所づくりを２地区を予定
・人材育成（５０名）
・買い物支援者（６０名）

総合計画の策定（基本構想、基本計画等）

 地方人口ビジョン及び総合戦略の策定

 過疎地域自立促進計画策定

基本構想策定

 平南川駐車場等整備工事
民泊体験危機管理対策業務

 用地舗装、水飲み場・休憩所、浚渫・養浜、
砂留堤工事

全村民に対して肥料等20％助成

大宜味村産業用廃プラスチック適正処理
対策協議会への補助

個体数調整
被害防除

 漁港施設・漁港海岸施設の耐力調査

調査測量及び実施設計
白浜地区

 ①優良農地の確保、有効利用を図るため
の斡旋活動
②農地台帳データ整備

 ①農地調査台帳整備
②担い手への農地集積斡旋活動

 校舎建築工事
校舎監理委託業務

屋内運動場建築工事
屋内運動場監理委託業務

 グラウンド及び外構工事

 一括交付金

 一括交付金

一括交付金

一括交付金

社会資本整備
総合交付金

単費

単費

 単費

 地域活性化・地
域住民生活等
緊急支援交付
金事業

地域活性化・地
域住民生活等緊
急支援交付金

単独事業

地域活性化・地域
住民生活等緊急
支援交付金（地
方創生先行型）

単独事業

一括交付金

 一括交付金

  漁村地域整備
交付金

農業振興補助金

産業廃棄物協
議会補助金

 鳥獣被害防止
総合対策交付
金

 水産物供給基
盤整備事業

 農業基盤整備
促進事業
 
機構集積支援
事業 （県補助
金）          　

沖縄県農業委
員会交付金　
（県補助金）

公立学校施設
整備負担金

学校施設環境
改善交付金

沖縄振興公共
投資交付金

 安心安全な村づくり

心豊かな文化の薫り高い
村づくり

 
安心・安全な村づくり

安心・安全な村づくり

 安心・安全な村づくり

 総合計画の実現に向けて

 健康ユイマールの村づく
り

 健康ユイマールの村づく
り

健康ユイマールの村づく
り

 健康ユイマールの村づく
り

 総合計画の実現に向けて

 総合計画の実現に向けて

 総合計画の実現に向けて

豊かで住みよい村づくり

  豊かで住みよい村づくり

 豊かで住みよい村づくり

 豊かで住みよい村づくり

 豊かで住みよい村づくり

豊かで住みよい村づくり

豊かで住みよい村づくり

 豊かで住みよい村づくり

豊かで住みよい村づくり

豊かで住みよい村づくり

心豊かな文化の薫り高い
村づくり

心豊かな文化の薫り高い
村づくり

心豊かな文化の薫り高い
村づくり

 総 務 課

 総 務 課

建設環境課

建設環境課

 建設環境課

 財 務 課

住民福祉課

 住民福祉課

住民福祉課

 住民福祉課

企画観光課

 企画観光課

 企画観光課

企画観光課

  企画観光課

 産業振興課

 産業振興課

 産業振興課

産業振興課

産業振興課

 産業振興課

農業委員会

農業委員会

 教育委員会

教育委員会

教育委員会

事業名称 全体事業概要（目的） 平成27年度主な実施内容 補助名 担当課名 施策名新規・継続 事業・期間

平成27年度　大宜味村主要事業
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ミニバスケットボール
交歓会で大宜味小優勝
ミニバスケットボール
交歓会で大宜味小優勝

辺土名地区

上原区の友寄景喜さん宅 大兼久区の平良澄子さん宅

村長１日民生委員村長１日民生委員

　大宜味村民生委員・児童委員協議会（山川清会長）

は５月８日、民生委員・児童委員の日（５月12日）活動強

化週間運動の一環で地域福祉の推進役として、宮城功

光村長を一日民生委員に任命し、村内２ヶ所の高齢者

宅を訪問しました。

　最初に訪問したのは上原区の友寄景喜さん（92歳）

宅。友寄さんは村長や社会福祉協議会会長らの訪問

に、笑顔で迎え入れてくれました。以前、警察官の仕事

をしていた友寄さんは「地域を巡回中に、小さな異変に

気付いて、心臓マッサージなどをして何回か人助けをし

た。」と当時の思い出を話してくれました。

　２件目の訪問は大兼久区の平良澄子さん（96歳）宅。

県内外からの取材が多い平良さんは村長らの訪問に、

緊張した様子を見せず、はっきりした口調で受け答えし

ていました。長生きの秘訣を聞かれると、平良さんは

「若いときからラジオ体操をしている。何でも継続する

ことが長生きの秘訣。」と元気良く話してくれました。宮

城功光村長は「元気な高齢者から力をもらいました。地

域の方々の生きがいや気配り・心配りなど皆さんとの

情報交換を行って、良い村づくりに繋げていきたい。」

と挨拶しました。

　
５
月
１６
日
、第
４３
回
辺
土
名
地
区
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
会
が
国
頭
村

立
総
合
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
宜
味
村
か
ら
は
大
宜
味
小
学
校
（
女

子
チ
ー
ム
）
と
塩
屋
小
学
校
（
男
女
各

チ
ー
ム
）
が
出
場
し
ま
し
た
。大
宜
味
小

は
１
、２
回
戦
と
も
に
危
な
げ
な
く
勝
利

し
、有
銘
小
と
の
決
勝
戦
で
は
22
ー
２０
の

接
戦
を
制
し
、大
宜
味
小
女
子
新
チ
ー
ム

体
制
で
初
優
勝
を
つ
か
み
取
り
ま
し
た
。

　
塩
屋
小
男
子
チ
ー
ム
は
決
勝
戦
で
惜

し
く
も
有
銘
小（
東
村
）に
敗
れ
準
優
勝
、

塩
屋
小
女
子
チ
ー
ム
は
３
位
と
な
り
ま

し
た
。

　
５
月
４
日
、地
域
の
特
産
物
を
活
か
し
た
村
づ

く
り
を
目
指
し
、
今
年
で
３
回
目
と
な
る
「
グ
ラ

の
里 

田
嘉
里
む
ん
市
」
が
田
嘉
里
集
落
セ
ン

タ
ー
広
場
や
同
区
公
民
館
等
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。グ
ラ
と
は
、こ
こ
で
採
れ
る「
チ
ン
ブ
ー
ダ
キ

（
釣
り
す
る
竹
）
の
た
け
の
こ
」
の
こ
と
を
意
味

し
、４
〜
５
月
の
時
期
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。同
集
落
セ
ン
タ
ー
広
場
で
は
旬
の
た
け
の

こ
料
理
や
竹
パ
ン
の
他
、地
元
酒
造
所
の
工
場
見

学
や
試
飲
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。田
嘉
里
川
で

は
チ
ン
ブ
ー
ダ
キ
釣
り
の
体
験
が
で
き
、親
子
で

楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。参
加
者
に
は
田
嘉

里
郷
友
会
な
ど
、
南
部
か
ら
訪
れ
る
方
も
い
て
、

会
場
は
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
区
内
で
こ
ん
な
に
活
発
に
取
り
組
ん
で
い
て
関

心
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
続
け
て
欲
し
い
。」と

期
待
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

グラの里　田嘉里むん市グラの里　田嘉里むん市グラの里　田嘉里むん市グラの里　田嘉里むん市
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暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

い
ぎ
み

い
ぎ
み
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇 国勢調査は日本の実態を明らかにする調査です。

国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らかにするため、統計法という法律に基づき５年

ごとに実施する、我が国における最も基本的で、重要な統計調査です。

〇 結果は法定人口や社会福祉、防災対策などいろいろな行政資料として利用されます。

　調査の結果から得られる人口は、国の人口の基本となる法定人口として、選挙区の区割や

地方交付税の算定の基準などに利用されます。

　また、社会福祉、雇用、環境整備、防災対策などをはじめとして、あらゆる施策の基礎

データとして利用されます。

　国勢調査は、統計法に基づき、我が国の全ての世帯にご回答いただくことになっており

ます。正確な統計に基づいて公正で効率的な行政を行うためには、全ての人・世帯につい

ての漏れのない、正確な回答が必要です。国勢調査へのご協力よろしくお願いいたします。

平成 27 年は、国勢調査の年です。平成 27 年は、国勢調査の年です。

【お問い合わせ】 大宜味村役場 企画観光課 TEL 0980-44-3007

【お問い合わせ】 大宜味村役場 住民福祉課 TEL 0980-44-3003

【お問い合わせ】 大宜味村役場 住民福祉課 TEL 0980-44-3003

平成27年度・住民健診日程平成27年度・住民健診日程

※料金・検査項目等詳細につきましては、別で配布されているチラシをご参照下さい。

バランスの良い食事を食卓へ・・

7月6日（月）

7月7日（火）

7月8日（水）

7月9日（木）

7月10日（金）

7月13日（月）

7月14日（火）

7月15日（水）

7月16日（木）

7月17日（金）

８月23日（日）

津波公民館 

役場第 2会議室

宮城公民館

江洲公民館

謝名城公民館

喜如嘉公民館

塩屋公民館

田嘉里公民館
大保公民館

田港公民館

根路銘公民館

役場第 2会議室

実施月日 場　　所 対象地域 受付時間 胃がん検診時間

大宜味／大兼久／饒波

宮城　白浜

津波 午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30  

午後 1：00～2：00

午前 8：30～10：30

午前 8：30～11：00

午後 2：00～3：00

午前 8：30～11：00

午後 2：00～3：00

午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30

午前 8：30～11：00

午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30

午前 8：30～10：30

午前 8：30～11：00

江　洲

謝名城

喜如嘉

塩　屋

田嘉里

大保／押川

田港／屋古

根路銘／上原

もれ者

ー

ー

ー

歯歯の衛生月間の衛生月間

歯と口は国民が健康に生きていく力を支えるものであり、歯科疾患の予防や歯と口の健康を保持し、併せてその
早期発見及び早期治療等を徹底することにより歯の寿命を延ばし、生き生きと過ごしていくことができます。

タンパク質を多く含む食品！（豆腐・卵・豚肉・鶏肉・牛肉・かつお・あじなど）

～ 平成27年度　歯の衛生週間標語 ～

『おくりたい
　 未来の自分に  きれいな歯』

歯は 健康の土台です！！
丈夫な歯で、しっかり　噛め、かめ　すてきな体
歯は 健康の土台です！！
丈夫な歯で、しっかり　噛め、かめ　すてきな体

歯に良い
食品を摂取
しましょう

カルシウムを多く含む食品！（牛乳・チーズ・桜えび・あさり・昆布・小松菜など）
食物繊維を多く含む食品！（ごぼう・人参・こんにゃく・納豆・枝豆・プルーンなど）

平成 27年 10月１日を調査期日として国勢調査を実施します。
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田嘉里４７２
takazato@vill.ogimi.okinawa.jp
謝名城３６
jyanagusiku@vill.ogimi.okinawa.jp
喜如嘉777-1
kijyoka@vill.ogimi.okinawa.jp
饒　波２２
nuuha@vill.ogimi.okinawa.jp
大兼久３０
ookaneku@vill.ogimi.okinawa.jp
大宜味１８９
oogimi@vill.ogimi.okinawa.jp
根路銘６１
nerome@vill.ogimi.okinawa.jp
上　原１９３
uehara@vill.ogimi.okinawa.jp
塩　屋３７１－２
sioya@vill.ogimi.okinawa.jp
屋　古１７
yako@vill.ogimi.okinawa.jp
田　港８０
taminato@vill.ogimi.okinawa.jp

osikawa@vill.ogimi.okinawa.jp
大　保１－１７
taiho@vill.ogimi.okinawa.jp
白　浜１４６
sirahama@vill.ogimi.okinawa.jp
宮　城１0
miyagi@vill.ogimi.okinawa.jp
白　浜４４２
esu@vill.ogimi.okinawa.jp
津　波６２０
tuha@vill.ogimi.okinawa.jp

■大宜味村区長会名簿

平成27年度 各種団体役員

役　員 行政区 氏　名 事務所の住所 電話番号
メールアドレス 事務所他 自宅・携帯電話

副会長

会　長

田嘉里

謝名城

喜如嘉

饒　波

大兼久

大宜味

根路銘

上　原

塩　屋

屋　古

田　港

押　川

大　保

白　浜

宮　城

江　洲

津　波

山　城　　　薫

山　城　清　安

大　山　美佐子

山　城　初　子

前　田　正　宏

平　良　　　晋

吉　本　隆　之

宮　里　成　信

知　念　　　章

真　謝　　　清

前　田　福　也

我那覇　宗　徳

親　川　富　成

前　田　文　孝

川　村　博　樹

屋　良　朝　之

事3026

事3030

事3809

事2453

事2460

事50-5026

事2518

090-1945-9549

090-379２-3591
44-3910

090-379２-２396

090-1511-8511
44-38２0

090-6863-37２1
44-3104

090-9784-3115

090-6159-7171

090-1179-6588
44-２878

090-1949-２878

080-65２7-1２47
44-２713

090-8２91-7089

090-5385-796２

090-9584-6717
44-２7２7

090-9784-２964

090-9785-7２68

44-2263

島　袋　経　子

照　屋　ま　り

新　城　喜代美

松　本　安　子

■村婦人会

会　長

副会長

書　記

会　計

役　員 氏　名

塩　屋

大　保

塩　屋

田　港

行政区

喜如嘉

塩　屋

饒　波

田嘉里

■村老人会

役　員 氏　名 行政区

会　長

副会長

副会長

会　計

儀　保　直　弘

宮　城　　　勇

仲井間　幸　子

池　原　弘　昭

饒　波

塩　屋

謝名城

塩　屋

大　保

■村青年会

役　員 氏　名 行政区

会 　 長

副 会 長

副 会 長

事務局長

書記・会計

前　田　　　望

宮　城　宏　幸

平　良　姿　野

古我知　　　禎

真　謝　えり子

大兼久

塩　屋

■村社会福祉協議会

役　員

会　長

副会長

氏　名

平　良　森　雄

島　田　哲　夫

行政区

塩　屋

屋　古

津　波

■村商工会

役　員 氏　名 行政区

会　長

副会長

副会長

宮　城　弘　隆

津　波　徳　正

前　田　鐵　憲
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大宜味村カレンダー大宜味村カレンダーJune　  July

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 

22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
  

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10  

6月1日～7月10日
◆区長会　◆村育英会評議員会月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

66月月

男　1,676人 （－1）
女　1,552人 （－3）
計　3,228人（－4）

世帯数 1,675世帯数（－3）
出  産　3人　  転  入　23人
死  亡　9人　  転  出　21人

※注（　）内数は対前月比

4月末現在

村の人口村の人口2回目 平成27年6月14日（日）

【お問い合わせ先】 大宜味村役場建設環境課  ☎0980-44-3280

狂犬病予防注射のお知らせ

※このカレンダーは予定ですので、都合により変更されることがあります。各業務については電話等で確認してください。

津 波
宮 城
白 浜
江 州
大 保
押 川
田 港
屋 古
塩 屋

注射接種場所
時間（所要時間）

上 原
根 路 銘
大 宜 味
大 兼 久
饒 波
喜 如 嘉
謝 名 城
田 嘉 里

注射接種場所
時間（所要時間）

登録されている方には、ハガキで狂犬病予防注射の案内をさせて頂いてます。
1回目（平成27年6月10日（水）の日程につきましては先月号（5月号）の広報紙
Ｐ7にて案内していますので、こちらを参考下さい。都合により、多少時間がず
れる場合があります。飼い犬の糞の始末などマナーに気を付けましょう。

【お問い合わせ先】大宜見村農業委員会  事務局　住　秀和　☎0980-44-3477　FAX0980-44-3560

　大宜味村農業委員会では農

地法に基づき農地の所有権移

転や賃借権や使用貸借の設定

をする場合の許可を毎月開催

する総会において審議してい

ます。

　その総会に係る今年度の日

程を下記に示しますのでご確

認よろしくお願い致します。　

状況によって変更する場合も

ありますので事務局までお問

い合わせ下さい。

◆海外短期留学第３回オリエンテーション
沖縄慰霊の日
◆村教委学校計画訪問③午前：大小④午後：喜小  ◆婦人がん健診（集団）

◆法律・行政・人権合同相談所開設
◆国頭地区ミニバスケットボール交歓会～28日
◆第12回リクジョっ子大会　◆村ゴルフ大会（ベルビーチ）
◆地域教育懇談会（塩屋小校区）
◆地域教育懇談会（津波小校区）

◆区長会　◆老連ＧＢ大会
◆村学推キャリア教育部会①

◆わんぱく体験団②　◆国頭郡軟式野球大会～5日
◆村ボウリング大会 ◆国頭郡サッカー大会
◆「体験の翼」入団式　◆住民健診（津波）
◆村教委学校計画訪問⑤午後：大宜味中  ◆住民健診（大宜味・大兼久・饒波）
◆住民健診（宮城・白浜・江洲）
◆大宜味村青少協役員会 ◆住民健診（謝名城）
◆海外短期留学生出発  ◆住民健診（喜如嘉）  ◆ぶながや夕涼み会（喜保）

塩 屋 公 民 館

1 0 時 0 0 分

1 0 時 3 0 分
（ 3 0 分 ）

字　名

喜如嘉公民館

1 1 時 0 0 分

1 1 時 3 0 分
（ 3 0 分 ）

字　名
１歳の誕生日の子供たち（６月生まれ）

渡嘉敷　花ちゃん（謝名城）
はな

（平成26年6月23日）

平成27年度農業委員会総会に係る年間計画のお知らせ

振替休日（大宜味中6/6）
国頭地区中学校夏季総合体育大会～７日
土砂災害防災訓練【饒波地区】
振替休日（大宜味中６/７）

◆海外短期留学第２回オリエンテーション

◆日曜参観・弁当の日（大宜味中）
振替休日（大宜味中６/１４）

◆村教委学校計画訪問①午前：塩小②午後：津小
◆地域教育懇談会（喜如嘉小校区）
◆地域教育懇談会（大宜味小校区）
◆北部地区スポーツ推進委員協議会実技研修会（伊是名村）

（タンカー祝い）

世界にたったひとつのスマイル！！

月

4
5
6
7
8
9
10
11
12

H28　1
2
3

10日（金）
11日（月）
10日（水）
10日（金）
10日（月）
10日（木）
9日（金）
10日（火）
10日（木）
8日（金）
10日（水）
10日（木）

27日（月）
25日（月）
25日（木）
27日（月）
25日（火）
25日（金）
26日（月）
25日（水）
25日（金）
25日（月）
25日（木）
25日（金）

17日（金）
18日（月）
18日（木）
17日（金）
18日（火）
16日（水）
19日（月）
18日（水）
18日（金）
18日（月）
18日（木）
18日（金）

30日（木）
29日（金）
30日（火）
31日（金）
28日（金）
30日（水）
30日（金）
30日（月）
28日（月）
29日（金）
29日（月）
31日（木）

許可等の申請締切日 執行部会 総　会 許可通知
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村内村内

　4月26日、大宜味村内の陶芸家である國場一さん（國場陶芸）、大海陽一さ
ん（シーサー陶芸大海）、玉城望・若子さん（陶芸玉城）、菅原謙さん（菅原工房）
の4工房でつくる村陶器事業協同組合の「大宜味窯窯開き」を開催しました。
窯は九つの袋（焼成室）がある九連房の登り窯となっていて、窯屋の屋根には
赤瓦をあしらっています。共同窯としては沖縄県内で23年ぶりとなります。
　大宜味窯の建設は平成25年4月に始まり、同年8月に窯屋が完成しまし
た。その後、登り窯の着工が行われ、平成26年7月には窯を覆う「土のせ」が始
まり、初日には壺屋や読谷など、大宜味村内外の陶工ら100名以上が集まり、
ハンドボール大の土を手渡しで積んでは叩きを繰り返し、形を作り上げまし
た。土は水分が抜けるまで固めていき、内外整えた後に空焚きをし、窯の制作
は一段落します。都度発生する不具合に対処しながら作業は半年以上かかり
ました。そして、4月16日に初窯焚きし、この時の作品は窯開きで展示され、
多くの方が作品を手に取り陶芸家との会話を楽しんでいました。窯の完成に
玉城さん（陶芸玉城）は「初窯が出来て喜びや安心はあったが、課題や問題点
もあるので、ここからが始まりという気持ちが強い。同組合だけでなく、たく
さんの人達に支えられて作られた窯で沖縄の風土に根ざした焼き物を大宜
味から発信したい。」と意気込みを語りました。
　今回、初窯で生まれた作品は那覇市の壺屋焼物博物館で5月1日から24日
まで「大宜味窯～初記念展～」として展示や築窯過程紹介が行われました。

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

平成27年
　　

9月14日
11月10日
2月～　
3月　　
12月～　
1月　　
5月22日
12月～　
1月　　
 4月12日
6月29日
8月　　
2月　　
7月  6日
12月～　
1月　　
3月19日
23日

4月16日
22日
26日

組合創設
組合設立

第1回海洋博ギャラリー展示会

第2回海洋博ギャラリー展示会
地鎮祭

第3回海洋博ギャラリー展示会
窯屋起工式
日本民藝協会夏期学校
窯屋完成、登り窯着工
第4回海洋博ギャラリー展示会
登り窯土のせ

第5回海洋博ギャラリー展示会
窯ウガン
空焚き
初窯焚き
窯出し
窯開き　　

大宜味村陶器事業協同組合

①

② ③ ④

⑤ ⑥

⑦

①登り窯土のせ作業に関わった皆様
②窯開き関係者の皆さん
【初焚きの作品】　③国場陶芸　④シーサー陶芸大海
　　　　　　　　⑤陶藝玉城　⑥菅原工房
　　　　　　　　⑦大宜味窯


